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図示した遺物実測図は右図のようにアルファベッ

トを各面に付し、説明内容に応じてＡ・Ｂ…面と呼称

する。 

例  言 

 

１  本資料集は、盛岡市遺跡の学び館第 20回企画展「盛岡の縄文文化－縄文人の石細工－」の図録

未掲載資料及び実測図を「図集」として公開するものである。本図集では「川目
か わ め

Ａ遺跡」・「沢田
さ わ だ

遺

跡」より出土した磨製石斧を紹介する。紹介する資料は遺跡の学び館で保管する資料を掲載した

（寄贈・未報告資料を含む）。 

寄贈資料は、平成 17年 1月 22日付で盛岡市に寄贈された奥健夫氏採集資料（以下 奥資料）、

平成 28年 3月 15日付で盛岡市に寄贈された古澤典夫氏採集資料（以下 古澤資料）、令和 3年

12月 3日付で盛岡市に寄贈された武田良夫氏採集資料（以下 武田資料）を中心とした。 

 

２  本資料集に掲載される石器の出土遺跡は次のとおりで、（）内は当館で使用している略称である。 

    ・川目Ａ遺跡（ＹＫＡ） 

    ・沢田遺跡 （ＹＳＤ） 

 

３  本図集は遺物の実測図・写真による資料の呈示を意図して作成した。 

 

４  図化にあたり、スケールは 1：2で統一している。図版には説明を補うため計測表を付した。 

 

５   本図録にかかる資料整理は盛岡市遺跡の学び館 神原雄一郎・樋下理沙、化学分析による石材 

同定は中央研究院地球科学研究所（台北） 飯塚義之、石器の検証は神原・小野・樋下が行い、 

神原・樋下が編集した。調査には、日本学術振興会科研費（基盤研究Ｃ：21Ｋ00987）を一部運 

用した（飯塚）。 

 

６      

 

 

７  本稿では便宜的に長さ 6㎝・最大幅 3㎝未満の石斧を 

  小型。長さ 6㎝以上 12㎝未満、最大幅 3㎝以上 6㎝未満 

  を中型。長さ 12㎝以上、最大幅 6㎝以上を大型とした。 

 

８  本稿を作成するにあたり各機関・各位に御指導・御協力を頂いた。記して謝意を申し上げる。 

  相原淳一、市川健夫、イローナ・バウシュ、榎本剛治、小野亜矢、小保内裕之、金子昭彦、菅野 

智則、木ノ内瞭、北村忠昭、小林謙一、菅原哲文、鈴木雅、高木晃、立田理、名久井文明、西野 

修、根岸洋、花海義人、福田正宏、森先一貴、八木勝枝、吉田泰幸（所属先、敬称略） 
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Ⅰ 経 過 

 

１ はじめに 

盛岡市には 789箇所に及ぶ遺跡（埋蔵文化財）が所在し、その内 460遺跡から縄文時代の遺構・遺

物が確認されている。盛岡市東部、南北に連なる北上山地から西流する簗川流域には数多くの縄文遺

跡が確認されており、下流域に位置する川目遺跡（川目Ａ遺跡）と沢田遺跡は、古くから多量の土器

や石器が出土する遺跡として知られた遺跡であった（1958 盛岡市史 第 1巻）。昭和 20年代以降、奥

健夫氏・古澤典夫氏・武田良夫氏による川目Ａ遺跡・沢田遺跡の丹念な踏査が行われ、縄文時代後期

から晩期にかけての遺物が数多く採集された。その多くが未報告資料であるため、今回は「蛇紋岩製

小型磨製石斧」とされていた資料を、実測図化して紹介するものである。資料報告に際し、可搬型蛍

光Ｘ線分析装置（以下、「p-XRF」とする ）法による非破壊化学組成分析を行い、また p-XRF 分析に

よって選別した資料について低真空走査型電子顕微鏡（SEM）による表面観察とエネルギー分散型Ｘ線

スペクトルメーター（EDS）を用いた非破壊化学分析を実施し、さらにこの SEM-EDS 法による定量分

析結果を元に p-XRF 法による分析値の評価を行った。一連の石材分析を通して、これまで「蛇紋岩」

とされてきた石材の多くがネフライト、いわゆる軟玉であることが化学的に明らかにされたのでここ

に報告する。 

 

２ 北上山地－根田茂帯に産出するネフライト 

（1）根田茂帯の岩相   盛岡の縄文時代遺跡から出土するネフライト製磨製石斧・石製品の石材

の産地について、盛岡市東部を南北に延びる根田茂帯（旧早池峰構造帯）の変成岩体に産する緻密な

透・緑閃石からなるネフライトの可能性があることが確認されたのは最近のことである。透緑閃石に

ついては、以前よりトレモラ閃石（大貫他 1967）、アクチノ閃石（大上他 1983、大貫他 1988）・（内野

他 2008）が当地域の変成岩に含まれると報告されており、大上は盛岡市砂子沢長野峠で見られる角閃

岩について、「角閃岩は中～粗粒結晶で、弱い片理構造を示す部分も存在する。淡褐色～褐色角閃石（一

部アクチノ閃石化している）を主とし…」と根田茂帯におけるアクチノ閃石（緑閃石）の在り方を明

示し、更に当地域に分布する蛇紋岩と他の変成岩接触部に滑石が生成されていることも述べた。内野

は「変玄武岩類の変成度については両ユニット（根田茂帯 綱取ユニット・滝ノ沢ユニット）でパンペ

リー石－アクチノ閃石相～緑色片岩相を示す」と報告し、根田茂帯にはトレモラ閃石（透閃石）・アク

チノ閃石（緑閃石）が存在することを確認していた。 

（2）北上（早池峰）産透閃石   川目Ａ遺跡（第４・５次）の調査担当者である須原は、未成品

を含めて 1,363点に及ぶ磨製石斧の石材の多くが北上帯（早池峰山周辺）由来の蛇紋岩とし、遺跡に

接して流れる簗川と早池峰山麓に水源を持つ簗川支流、根田茂川に石材の来源を推測(須原 2013)。そ

の後、中村由克によって磨製石斧石材の再検証が行われ（中村 2017）、蛇紋岩製とされていた磨製石

斧に透閃石岩製磨製石斧が含まれていることに注目し、石材産地として早池峰山周辺・遠野市宮守周

辺・奥州市母体など大規模な蛇紋岩体が分布する地域を記し、早池峰産透閃石岩を用いた製品が青森

県まで流通することを指摘する。しかし、「北上（早池峰）産透閃石岩」とされた岩石は出土遺物の石
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材のみであり、原岩産地が未確認、原岩の岩石学・鉱物学的な記載・化学分析値が存在しなかったこ

とから、供給源を見据えた地質学的な調査が必要とされた（飯塚・小野 2021）。 

（3）盛岡東部産ネフライト   上記の問題を踏まえ、令和 3 年、神原・樋下・小野・菅野は早池

峰山を含む母体変成岩帯・根田茂帯と北部北上帯が接する地域を踏査し、ネフライトの確認を試みた。

採取された試料は飯塚により化学分析が行われ、盛岡市東部を流れる中津川流域より採取された岩石

にネフライトと思われる岩石が含まれることが確認される。令和 4年 8月に飯塚・神原・小野・樋下

による中津川流域の踏査を行い、3 地点でネフライトを含む岩体、後に 2 地点が追加され、結果的に

中津川流域で 5 地点の露頭が確認される（飯塚他 2023）。中津川流域のネフライトは、滑石・緑泥石

を含むネフライトを主体的に産出する岩体、緑簾石を多く含むネフライトを主体的に産出する岩体に

２大別されることが明らかになり、川目Ａ遺跡、沢田遺跡を始めとした市内各地から出土するネフラ

イト製品と原石の比較研究・観察する上で重要な情報が得られることになった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡の地帯構造概観図   1：200,000 
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Ⅱ 川目Ａ・沢田遺跡出土磨製石斧 

 

１ 川目Ａ遺跡の概要 

川目Ａ遺跡は古くから縄文時代の土器や石器が出土することで有名な遺跡で、地元のみ

ならず遠方からも、地表面に散布する遺物を採集するために人々が訪ねる遺跡であった。

採集された多くの資料は散在したが、当館に寄贈された奥資料、古澤資料、武田資料には

数多くの剥片石器と磨製石器が見られ、特にネフライト製小型磨製石斧、石製品が目を引

く。また、個人蔵だがヒスイ製の鰹節形大珠が１点採集されている。 

遺跡の位置 盛岡市東部から西流し、北上川と合流する「簗
やな

川
がわ

」流域に所在する。川目Ａ遺跡は過去 

において「川目遺跡」と称され、昭和 55年以降に川目Ａ・Ｂ遺跡、平成 4年に川目Ｃ・Ｄ

遺跡が追加され現在に至る。川目Ａ遺跡南辺は、小起伏山地が迫り、山地の縁辺は簗川に

より浸食されて急崖となる。遺跡は急崖下に形成された簗川の流路に沿う狭い砂礫段丘上

に位置し、これまでの発掘調査で縄文時代早期から晩期、中・近世に至る遺構・遺物が発

見されている。また、日本考古学協会会員 武田良夫氏によって続縄文時代の後北Ｃ₂式土

器が採集されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 川目Ａ遺跡・沢田遺跡の位置 1：50,000 

落合遺跡 
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第１～３次 調査の歴史は古く、昭和 10 年代に小田島禄郎によって調査が行われ、その際出土した

遺物の一部が川目小学校に保管されている。昭和 28・30・31 年の 3 回にわたり岩手大学

学芸学部、旧簗川村教育委員会（昭和 30 年 盛岡市に合併）、盛岡市教育委員会による共

同発掘調査が岩手大学 草間俊一教授を中心に実施された。調査では縄文時代中期後葉か

ら晩期前葉にかけての遺構・遺物が発見され、特に後期から晩期にかけての遺物が主体的

であったと報告されている（1958 盛岡市史 第 1 巻）。草間は市史の中で「小形の短冊形

とも云うべき蛇紋岩の石斧が後期の土器と伴出している。」と注意している。 

第４次   第４次調査は浄水施設建設に伴う事前調査で、平成 12 年に盛岡市教育委員会が実施し

た。調査では縄文時代中期後葉の竪穴建物跡と土器・石器、後期から晩期にかけての配石

遺構と土坑、多量の土器・石器が出土した。調査では縄文時代晩期中葉（大洞Ｃ２式）が

主体的に出土しており、特筆されるのは晩期の土坑内からヒスイ製勾玉２点、丸玉が７点

一括した状態で出土したことである。 

第５・６次 第５・６次調査は、国道 106号都南川目道路改築工事に伴う緊急発掘調査で、第５次調

査は平成 18～21年、第６次調査は平成 19年に岩手埋文が調査を実施した。第５次調査区

は第１～３・４次調査区と同じ低位段丘面上で第６次調査区は低位砂礫段丘面より高位の

小起伏山地縁辺部に位置する。 

      第５・６次調査では、縄文時代後期から晩期にかけての遺構・遺物を中心に縄文時代各

期の遺構・遺物が確認されている。今回の磨製石斧の紹介に関連させると、未成品、欠損

品、完成品等の「磨製石斧」が総数 1,349 点出土している。報告者の一人である須原は、

「同遺跡あるいは周辺で磨製石斧が生産される理由として、磨製石斧の素材石材となる蛇

紋岩等が隣接する根田茂川周辺で豊富に採取できる点がある」と述べ、石材産地を控えた

優位性、製作工程を検討し、膨大な未成品がありながら完成品が少量なのは、完成品を遠

方に流通させていたことによるとした（須原 2013）。 

石斧製作遺跡 遺跡の学び館が保管する川目Ａ遺跡・沢田遺跡出土の磨製石斧は完成品・未成品合わ

せて 141点を数える。前述した岩手埋文による調査で出土した 1,349点と合わせると現在

までに 1,490点に及ぶ磨製石斧が出土したことになる。その量と製作工程を示す未成品の

数から、須原の見解通り石斧製作を行っていたムラと考えることに異論はないであろう。 

      川目遺跡より採集された遺物は膨大で、特に石器類が多い。採集された石器は石鏃や石

匙、磨製石斧などの完成品が主体的で、奥・古澤両氏によって採集された磨製石斧につい

て、盛岡市史では「石器の中で注目すべきものは小形の石斧や石棒の存在…」、「…実用の

ものとは考えられない程精巧な小形の石斧…」など、伐採・切断といった力強さを想像す

る石斧とは異なる特性を持つ石斧として紹介した。 

今回紹介する小型磨製石斧は、前述した盛岡市史に掲載された奥資料を中心に、古澤・

武田各氏による表面採集資料、旧川目小学校保管資料、盛岡市教育委員会による第３次調

査出土資料（未報告分）より製作過程を知る上で重要と思われた資料を実測図化するもの

である。 
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磨製石斧（第２図１～第６図 43 ）  

短冊形を呈する磨製石斧 １～12は盛岡市史において「短冊形」とされ、刃部の平面形状が円刃状を

呈し、刃部の断面形状が両刃の小型磨製石斧である。これらの小型磨製石斧刃部には研磨

痕なのか使用痕なのか判別のつかない条線が刃部先端に残されている。先端部の剥離痕を

観察しても使用による衝撃によるのか、刃部形成時の剥離痕（薄い部分の割れ）なのか判

別はつかなかった。しかし、１・２を観察する限り、頻繁に使用された痕跡は見られず、

実用的な石斧ではないように思われた。なお、小型磨製石斧に用いられたネフライトには、

軟質の緑泥石（chlorite）が流体のように結晶粒界に充填されているものが多く、衝撃に

対して節理面で分割される可能性が高いことから非実用的な石斧と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－１ 

第２図 川目Ａ遺跡出土磨製石斧（１） 

遺物

番号
遺跡名 名称（器種） 石材等 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重さ（g） 比重 厚幅比 長幅比 特徴等 備考 台帳NO

1 川目A 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 6.20 2.06 0.56 11.80 2.95 0.27 3.01 短冊形 完成品 川目A遺跡第3次調査 b832

2 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 5.30 1.68 0.85 11.10 2.92 0.51 3.15 短冊形 完成品 古澤資料 b1150

3 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑簾石緑泥石含有ネフラ イ ト 6.02 2.25 0.80 15.70 2.96 0.36 2.68 短冊形 未成品 奥資料 b1449

4 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 ネフライト 5.45 1.87 0.90 15.30 2.94 0.48 2.91 短冊形 未成品 古澤資料 b1144

5 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 5.96 2.60 0.98 17.90 2.93 0.38 2.29 未成品、基部欠損 奥資料 b1476

6 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 クロム鉄鉱・緑泥石含有ネフライト 6.16 2.50 0.65 16.30 2.96 0.26 2.46 短冊形 再加工 古澤資料 b1146

7 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 4.05 2.00 0.70 8.40 3.00 0.35 2.03 短冊形 基部欠損 武田資料 b1221

8 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑色片岩（石英質） 5.69 2.46 1.08 21.90 2.54 0.44 2.31 未成品 奥資料 b1451

9 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 4.27 1.60 1.09 8.00 2.85 0.68 － 刃部欠損 奥資料 b1477

10 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 3.90 1.42 0.50 3.30 2.75 0.35 2.75 未成品 武田資料 b1215

11 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 閃緑岩 4.04 1.35 0.50 3.00 2.72 0.37 2.99 未成品 奥資料 b1467

12 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 2.34 1.50 0.70 3.60 2.76 0.47 － 基部欠損 奥資料 b1445

時代／時期
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未成品   13～24 は成形剥離痕が残る小型磨製石斧未成品で、18・20・22～24 は研磨痕が認めら

れない。24は側面に原石面がみられ、原石面は河床転礫のような細かい衝撃傷はなく、節

理面に生じる光沢を残すことから、岩体由来の石材である可能性がある。13～17・19・21

は研磨加工中と思われる未成品で、14・15・21のように研磨加工中に剥離成形をおこなう

ものもある。15のＡ面刃部付近には円礫皮面が残されており、石材は河床や礫層に含まれ

る転石（円礫）を利用したことが推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 川目Ａ遺跡出土磨製石斧（２） 
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遺物

番号
遺跡名 名称（器種） 石材等 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重さ（g） 比重 厚幅比 長幅比 特徴等 備考 台帳NO

13 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 6.93 3.96 1.30 34.20 3.00 0.33 1.75 未成品 奥資料 b1447

14 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 6.10 2.80 1.05 24.40 2.90 0.38 2.18 未成品 奥資料 b1485

15 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 4.90 2.16 0.79 11.60 2.97 0.37 2.27 未成品 奥資料 b1480

16 川目A 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 6.45 2.75 1.32 32.10 3.05 0.48 2.35 未製品 旧川目小学校 b856

17 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 6.05 2.65 0.65 13.00 3.02 0.25 2.28 未成品 奥資料 b1486

18 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 4.30 2.20 0.75 8.40 2.80 0.34 1.95 未成品 奥資料 b1478

19 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 5.58 2.65 1.25 26.10 2.90 0.47 2.11 未成品 奥資料 b1465

20 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 5.02 2.20 1.25 17.30 2.98 0.57 2.28 未成品 奥資料 b1468

21 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 5.55 3.15 1.15 26.40 2.86 0.37 1.76 未成品 奥資料 b1446

22 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.69 1.95 0.36 5.30 2.94 0.18 2.41 未成品 奥資料 b1479

23 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.40 1.60 0.40 3.60 3.00 0.25 2.75 未成品 奥資料 b1490

24 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 7.20 3.45 1.30 5.07 3.03 0.38 2.09 未成品 奥資料 b1448

25 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.07 2.20 0.70 9.40 2.84 0.32 1.85 直刃 武田資料 b1218

26 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑簾石緑泥石含有ネフラ イ ト 4.25 2.35 0.66 9.90 2.82 0.28 1.81 直刃 武田資料 b1219

27 川目A 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 ネフライト 4.85 3.23 0.75 19.90 2.88 0.23 1.50 両頭・直刃 旧川目小学校 b855

28 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 5.29 2.76 0.90 20.80 2.97 0.33 1.92 両頭 古澤資料 b1149

29 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 4.00 2.83 1.05 18.20 2.84 0.37 － 基部欠損 古澤資料 b1148

30 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑簾石緑泥石含有ネフラ イ ト 3.07 1.54 0.40 2.50 2.77 0.26 － 刃部欠損 奥資料 b1484

31 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.25 3.20 0.93 20.00 2.94 0.29 － 刃部欠損 武田資料 b1220

32 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 5.54 3.00 0.88 20.80 2.97 0.29 － 刃部欠損 奥資料 b1453

時代／時期

直刃    25～29 は刃部幅が広い小型磨製石斧で、25～27 は刃部の平面形状が直刃を、断面形状

は両刃状を呈する。27・28 は両端に刃部を持つ小型磨製石斧で、27 は側面に擦切痕と思

われる段が両側面に観察され、断面形状は 27・28 共に片刃状を呈する。なお、盛岡地域

では縄文時代後・晩期において擦切技法は見られないことから他時期の製作かもしれない。 

欠損品   29 は刃部が偏刃状に近い平面形状、断面形状は片刃状を呈する。30～32 は刃部が欠損

する小型磨製石斧である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４図 川目Ａ遺跡出土磨製石斧（３） 

表－２ 
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第５図 川目Ａ遺跡出土磨製石斧（４） 
表－３ 

遺物

番号
遺跡名 名称（器種） 石材等 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重さ（g） 比重 厚幅比 長幅比 特徴等 備考 台帳NO

34 川目A 縄文 後・晩期 中型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 8.20 4.80 2.50 168.80 3.00 0.52 － 基部に打撃痕 川目A遺跡第3次調査 b835

35 川目A 縄文 後・晩期 中型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 7.85 5.02 3.26 177.60 2.95 0.65 － 基部に打撃痕 武田資料 b1222

36 川目A 縄文 後・晩期 中型磨製石斧 蛇紋岩 8.93 4.80 2.70 155.60 2.64 0.56 － 両端打撃痕 川目A遺跡第3次調査 b841

37 川目A 縄文 後・晩期 中型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 11.20 4.96 2.30 149.80 2.88 0.46 2.26 未成品 旧川目小学校 b858

38 川目 縄文 後・晩期 磨製石斧？ 緑閃石含有緑泥石緑簾石片岩 8.10 3.30 2.05 81.10 2.83 0.62 2.45 未成品 奥資料 b1442

39 川目 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 5.55 1.40 0.75 7.40 2.96 0.54 3.96 未成品 奥資料 b1483

40 川目 縄文 後・晩期 － 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 2.40 1.18 0.45 1.30 2.60 0.38 － 研磨剥片 奥資料 b1475

41 川目 縄文 後・晩期 － 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 2.50 1.16 0.53 1.30 2.60 0.46 － 研磨剥片 奥資料 b1472

42 川目 縄文 後・晩期 － ネフライト 1.85 1.15 0.35 1.30 2.60 0.30 － 研磨剥片 奥資料 b1471

43 川目 縄文 後・晩期 － 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.00 2.50 0.40 5.00 2.94 0.16 － 研磨剥片 奥資料 b1481

時代／時期
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中型磨製石斧 33 は欠損した石斧を再加工したもので、全面に剥離痕・敲打痕が見られる。34 は基

部を再加工しており、35は敲打による剥離がある磨製石斧刃部である。36は刃部を欠いた

磨製石斧を「楔」のように利用したものと思われ、両端に衝撃による剥離と敲打痕が認め

られる。33～36の断面形状は角のある所謂「定角式」を呈する。 

未成品（剥離・敲打成形段階） 37は剥離・敲打による成形途中の磨製石斧未成品で、Ａ・Ｂ・Ｃ面

の一部は剥離の過程で生じた稜を敲打で平坦に調整する。成形剥離は基部に向かうように

連続で行い、刃部形成は剥離成形の最終段階で行うようである。38は全体の凹凸を除去す

るため敲打を施した石斧未成品と思われる。なお、37・38には刃部方向・基部方向両極か

らの打撃痕が観察され、両極技法を用いて剥離成形することがあったことをうかがわせる。

39は薄い縦長状の剥片を研磨するもので、Ａ面の刃部、Ｃ面全体に研磨痕が見られる。 

研磨痕のある剥片 40～43 は研磨痕のあるネフライト剥片である。40・41・43 は片面、42 は両面に

研磨が施される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第６図 川目Ａ遺跡出土磨製石斧（５） 



第１写真図版 川目Ａ遺跡出土磨製石斧（１）



第２写真図版 川目Ａ遺跡出土磨製石斧（２）
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２ 沢田遺跡の概要 

 

遺跡の位置 沢田遺跡は簗川の下流、北上川との合流点より東に約 1.8㎞の地点に位置し（第１図）、

簗川南岸に発達する低位河岸段丘上に立地する。昭和 30～40年代は点在する民家と畑地・

果樹園が広がっていたが、現在は大部分が果樹園として利用されている。 

発掘調査は過去、現在においても行われておらず、詳細は不明である。遺跡で表採でき

る土器片を見ると、縄文時代後期（宮戸Ⅲa・ｂ式期）、晩期（大洞Ｂ～Ａ′式）、弥生時代

前期（砂沢式）など多時期にわたる土器が見られ、特に大洞Ａ式以降の土器が多く散在す

る。過去においては大洞Ａ式期の大型土偶が発見されており、現在は岩手県立博物館で保

管・展示されている。 

      今回紹介する小型磨製石斧は、奥健夫氏によって昭和 20～30年代に採集されたものが中

心で、古澤資料、盛岡市中央公民館旧所蔵資料にも沢田遺跡より採集された資料が散見さ

れる。奥氏によって採集された石器は数百点といわれ、その一部は前述した盛岡市史で紹

介されている。その中に「蛇紋岩製」小型磨製石斧が含まれている。奥氏によって採集さ

れた小型磨製石斧を概観すると、ネフライトや輝緑岩を石材とした未成品も含まれており、

川目Ａ遺跡同様、沢田遺跡も石斧製作を行っていた可能性がある。 

磨製石斧（第７図１～第８図 25 ）  

小型磨製石斧 １～14 は短冊形を呈する小型磨製石斧、１～７は完成品、８は未成品、９～14 は欠

損品である。１は最大長 7.67㎝をはかり、長さでは中型の部類となる磨製石斧であるが、

器厚が 0.78㎝と薄いことから小型磨製石斧とした。２・５・６は刃部に最大幅を持つ小型

磨製石斧で、３・４・７は刃部幅が狭く、鑿状となる小型磨製石斧である。特に７は刃部

幅を狭くするために側面を研磨により成形している。８は剥離成形後、両面を研磨するも

ので側面と刃部が研磨されていない未成品である。９・11は基部を大きく欠く小型磨製石

斧であるが、折面に再加工と思われる微細な剥離痕が見られる。10・12～14は刃部を欠く

小型磨製石斧で、10・12～14はＦ面（頭頂部）を平坦に研磨されている。 

15～23 は刃部幅広の所謂「撥形」を呈する小型磨製石斧で、15～18 は円刃、19～22 は

直線状を呈する。15～18は刃部が弧状を呈する円刃の小型磨製石斧である。15・17はＦ面

に敲打によるものと思われる剥離痕があり、16・18・19・20 は基部に剥離成形面を残す。

21は基部を水平に剥離調整するもので、22も 21と同様の調整を施すものだが、意図した

ものか破損か判然としない。23は刃部と中軸上に研磨痕が見られ、側縁には剥離成形時の

剥離面が残る。24は敲打による成形途中の小型磨製石斧未成品である。25は小型磨製石斧

基部の欠損箇所又は再加工中の未成品と思われるものである。 
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第７図 沢田遺跡出土磨製石斧（１） 
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遺物

番号
遺跡名 名称（器種） 石材等 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重さ（g） 比重 厚幅比 長幅比 特徴等 備考 台帳NO

1 沢田 縄文 後・晩期 磨製石斧 緑色片岩（石英質） 7.67 3.05 0.78 27.80 2.67 0.26 2.51 奥資料 b1351

2 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 7.05 2.05 0.85 20.10 3.00 0.41 3.44 未製品 奥資料 b1355

3 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.97 1.65 0.66 8.90 2.96 0.40 3.01 奥資料 b1372

4 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 ネフライト 4.64 1.60 0.67 6.60 2.86 0.42 2.90 奥資料 b1376

5 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 3.88 1.31 0.63 5.00 2.94 0.48 2.96 奥資料 b1373

6 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 3.60 1.35 0.64 4.80 3.00 0.47 2.67 奥資料 b1375

7 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 3.21 1.05 0.51 2.90 2.90 0.49 3.06 奥資料 b1374

8 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.18 0.99 0.95 11.10 3.00 0.96 4.22 中央公民館 b1523

9 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 （緑泥石）ネフライト 3.19 1.80 0.60 4.60 2.87 0.33 - 基部欠損 奥資料 b1369

10 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.27 1.55 0.70 5.30 2.94 0.45 - 刃部欠損 奥資料 b1362

11 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 2.36 1.65 0.63 3.10 2.81 0.38 - 基部欠損 奥資料 b1365

12 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 4.02 1.54 0.60 5.00 2.94 0.39 - 刃部欠損 奥資料 b1363

13 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 5.20 1.76 0.80 10.10 2.97 0.45 - 刃部欠損 奥資料 b1359

14 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 3.05 1.46 0.78 4.20 2.80 0.53 - 刃部欠損 奥資料 b1366

15 沢田 縄文 後・晩期 磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 5.93 3.54 1.15 35.60 2.73 0.32 1.68 奥資料 b1352

16 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 4.68 2.74 0.98 19.00 2.92 0.36 - 基部欠損 中央公民館 b1522

17 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.85 2.28 0.82 14.60 2.92 0.36 2.13 未製品 奥資料 b1353

18 沢田 縄文 後・晩期 磨製石斧 緑色片岩（石英質） 4.41 3.13 1.15 20.30 2.63 0.37 1.41 透閃石を含む、基部欠損 奥資料 b1368

19 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.13 2.75 0.95 16.30 3.07 0.35 1.50 未製品、刃部欠損 奥資料 b1356

20 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑簾石緑泥石含有ネフラ イ ト 3.70 2.74 0.70 9.40 2.93 0.26 - 基部欠損 奥資料 b1354

21 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 3.27 2.05 0.68 7.60 2.92 0.33 - 基部欠損 奥資料 b1364

22 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 蛇紋岩 3.00 2.48 0.78 7.90 2.54 0.31 - 基部欠損 奥資料 b1360

23 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石含有ネフラ イ ト 4.48 2.59 0.75 11.80 3.02 0.29 1.73 奥資料 b1361

24 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石緑簾石片岩 6.13 2.28 1.18 23.70 2.82 0.52 2.69 未製品 奥資料 b1377

25 沢田 縄文 後・晩期 小型磨製石斧 緑泥石含有ネフライト 2.27 1.73 0.57 2.70 3.00 0.33 - 刃部欠損 奥資料 b1367

時代／時期

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－４ 

第８図 沢田遺跡出土磨製石斧（２） 



第３写真図版 沢田遺跡出土磨製石斧
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Ⅲ おわりに 

 

奥健夫氏・古澤典夫氏・武田良夫氏表面採集資料、盛岡市遺跡の学び館所蔵川目Ａ遺跡・沢田遺跡

出土の磨製石斧を整理した結果、盛岡市史など過去の紹介において「蛇紋岩製」とされてきた磨製石

斧、特に小型磨製石斧の多くがｐ₋XRF法による化学分析の結果、微細な緑閃石が集合した「ネフライ

ト」を利用した製品であることが明らかにされた。 

川目Ａ遺跡・沢田遺跡表面採集資料には磨製石斧の未成品が数多く見られることから、川目Ａ遺跡

は須原の見解通り、在地石材による石器製作（石斧他）に関係する遺跡であることが追認された。 

ネフライト製小型磨製石斧について現在までの所見を述べる。盛岡近郊における縄文時代の石斧石

材である閃緑岩・輝緑岩・角閃石斑糲岩・蛇紋岩等の変成岩類は簗川流域など北上山地を源流とする

河川で転石として観察されるが、ネフライトは簗川より北を東西に流れる中津川流域で比較的多く見

られ、簗川流域では簗川支流である根田茂川上流の原沢地区で僅かに確認されているのみである。簗

川本流ではまだ転石等が確認されていないことから、存在しても極めて少ないことが想定される。こ

のことから、ネフライトは簗川の北岸を東西に連なる山稜を越えた中津川流域から入手していた可能

性がある。距離的には直線約 5.2㎞で中津川に至ることから活動圏内に収まる範囲だろう。また、中

津川と米内川の合流点付近に位置する落合遺跡では、後期前葉から晩期前葉にかけての土器と共に、

ネフライトを石材とした石製品・石斧（完成品・未成品）、原石等が 500点以上出土しており（整理中）、

同時期である川目Ａ遺跡との関連（石材供給元）が注目される。また、中津川上流の大葛地区に所在

する上大葛遺跡では後期中葉の宝ヶ峰式土器と共に、ネフライト製小型磨製石斧未成品や剥片が出土

しており興味深い。この上大葛遺跡に隣接する大葛遺跡では昭和 62年に発掘調査が実施され、後期初

頭（門前式併行期）の集落が確認されている。調査では、後期初頭の遺物が多量に出土しているが、

ネフライト製品は出土していない。同様の傾向は、中津川下流に所在する柿ノ木平遺跡でも見られ、

後期初頭段階では積極的なネフライトの利用は見られないことがうかがえる。しかし、落合遺跡・川

目Ａ遺跡など後期前葉の大湯式（十腰内１・２式）段階以降の遺物が出土する遺跡では、ネフライト

製小型磨製石斧が見られることから、概ね後期前葉以降に流行した石器なのであろう。 

ネフライト製小型磨製石斧の用途であるが、本文でも触れたように盛岡産ネフライトには緑泥石や

滑石を含有するものが多く、石質の違いにより細かい節理面が生じているものがある。実用すると破

損することも想定されることから、打撃を目的とした製品と異なる目的を持つ製品と見るべきであろ

う。しかし、研磨することによって得られる樹脂状の光沢や、使用を示す明確な痕跡（刃こぼれ）や

破損の少なさ、第 7図６・７のように最大長が４㎝に満たない製品の存在は、非実用的な製品である

ことを思わせる。 

 

今回は資料紹介にとどまるが、化学分析により産地原石と出土遺物の成分を同定して得た成果は、

各地で発見されるネフライト製品を検討する上で重要な指標となることだろう。本図集が、ネフライ

ト（軟玉）製石製品を研究する一助になれば幸いである。 
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